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研究成果の概要（和文）： 
 コエ語族カラハリ・コエ語派ナロ・ガナ語群は、コエ語族の歴史を探るために重要な役
割をはたす。その重要性は、最近トム・グルデマンが提案したコエ・クヮディ祖語仮説の
検証のためにますます高まってきた。このナロ・ガナ語群内部の系統的分類を、未記述の
ハバ語とツェラ語の現地調査に基づき、グイ語とガナ語の諸方言の最新資料と比較することに
よって、ライナーフォッセンによる定説とは異なる新しい当該語群の系統関係を解明すること
に成功した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  In order to explore controversial issues in Khoe comparative linguistics, a 
detailed systematic field-linguistic investigation into the so-called “Naro-G||ana 
subgroup” must be conducted, especially for two poorly documented languages, i.e. 
≠Haba and Tshela.  This study has collected and analyzed original data of these two 
languages, and compared them with data of the other languages of the subgroup, i.e. 
G|ui and G||ana.  This comparative study has revealed genetic relations of all the 
languages and dialects of the subgroup, providing a new overview of the subgroup, 
a proposal to classify Tsela as a G||ana dialect, and a revision of the conventional 
view of the genetic affiliation of ≠Haba. 
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１．研究開始当初の背景 
 １９８０年代から９０年代にかけて、ライ
ナーフォッセンによる、コエ語族全体の比較
言語学的な研究成果（コエ祖語の設定）が、
これまで定説となっていた。本研究の開始時
期当初には、それに加えて、トムグルデマン

による新しい仮説「コエ・クヮディ祖語」説
が提案された。どちらの見解の検証にとって
も、本研究が取り組もうとしているナロ・ガ
ナ語群の精査は、極めて重要な考察の手がか
りをもたらす潜在的な可能性をもっていた。
また、本研究が生み出す未記述言語の言語の
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緻密な記述は、コイサン言語学の重要な基礎
資料となるものであり長らく待たれていた
ものだった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、つぎの６点である： 
(1)コイサン諸語コエ語族の２つの未記述言
語(ハバ語とツェラ語)を現地調査して、(2)
それらの音韻構造・文法構造の重要な側面と
語彙を高い精度をもって記述し、それを踏ま
えて(3)これまで定説とされていたコイサン
諸語コエ語族の系統分類を批判的に検証し、
(4)グイ・ガナ語群とナロ語群と東カラハ
リ・コエ語派の構成言語に関する再考を提起
し、(5)十分な実証的根拠を提示しながら改
訂案を提案する。さらに、(6)ハバ語とツェ
ラ語の社会言語学的動態を現地調査し記述
して、言語消滅の危機度を評価する。 
 
３．研究の方法 
(1)２言語(ハバ語とツェラ語)の現地調査を
効率的に実施するために、これまでに研究代
表者が蓄積してきたグイ語とガナ語の研究
成果（音韻論、文法、辞書）とヘッセルフィ
ッセルによるナロ語辞書をもとに、調査項目
の設定をする。 (2)調査結果である精度の高
い記述に基づき、２言語とグイ・ガナ諸方言
とナロ語とを比較する。(3)語彙の共有、音
対応、文法要素の対応を考察する。 (4)連携
研究者の協力を得て、言語構造から再建され
る歴史と民族言語学的な事実に読み取るこ
とのできる歴史との一貫性を検証する。 (5)
連携研究者および研究協力者の協力を得て、
ハバ語とツェラ語の社会言語学的動態を観
察する。 
 
４．研究成果 
 主要な成果は以下の通りである。(1)現地
調査によって、ナロ・ガナ語群の再検討にと
って妥当な精度と規模の１次資料を収集す
ることができた。それは、ハバ語とツェラ語
の１次的な新資料だけでなく、グイ語、ガナ
語のこれまでの資料を広い範囲にわたり敷
衍する素材を含む。 (2)ハバ語とツェラ語の
音韻構造と、基礎語彙、重要な文法要素の資
料を記録することができた。 (3)ハバ語とツ
ェラ語と、グイ・ガナ諸方言の比較により、
とくに音韻史における極めて重要な一連の
音変化の相対的な順序を再建することに成
功し、そこから、ハバ語とツェラ語の、系統
的な位置づけについて、新しい結論をひきだ
すことができた：ハバ語は、グイ語に近いと
する従来の見解とはことなり、むしろナロ語
にもっとも近い；ツェラ語はガナ語の方言の
一つであり、口蓋化という音変化に関して、
もっとも保守的な方言だと見なされる。 (4)
この結論により、グイ・ガナ語群とナロ語群

との全体像は、従来の見解とは異なる姿をも
つものになり、コエ語族の重要な言語グルー
プであるこの語群の理解は刷新された。 (5)
本研究の副産物として、ハバ語とツェラ語の
社会言語学的動態にかんする質的な観察に
よる新しい認識がもたらされた。また、コエ
語族がもつ言語類型論的語彙意味論におけ
るきわめてユニークな特徴が明らかになっ
た。 
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